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歯は見える骨格です。

歯は噛むだけでなく体のバランスを保つ働きを持っています。

歯科医療に依り、顎がずれ、

体のバランスが変わり体に様々な問題を起こします。

歯の噛む力は５０キロ近くあり、削ったり、抜いたりと言う歯科医療に依り、

５０キロ近くの力で歯も動き、顎もずれます。坂の途中にある大きな岩が転が

らない樣に支えている支え棒を外すと岩がゴロゴロと転がり出すように、体全

体のバランスを考えずに部分だけをみて、安易に歯を削ったり、抜いたりする

と顎はずれ、歯は益々頑張り、歯も身体も駄目になります。部分だけでなく、

体全体のバランスを考えた歯科医療が大切です。


